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セサミストリートの示唆する
　　　英語教育改革の方向
飯塚成彦
序
　セサミ　ストリート（SesameStreet）は，周知のごとく，米国の人気TV
幼児教育番組である。1968年（昭和43年）に，非営利の制作団体であるChil－
dren’s　Television　Workshop（CTW）が2年に亙る慎重な企画，制作の後に
放送開始。第1回目で爆発的人気を博して以来，米国全土に於て連続放送す
ること20年余り，常に高い人気を保ち続け，現在，世界の5大陸，72の国で
放送されている。日本には，1971年（昭和46年〉に導入され，「幼児教育に‘
セサミ旋風ラ」（朝日新聞，昭和47年1月9日付朝刊）が吹き荒れている，と
まで騒がれた。N　H　K教育T　Vで約10年問放送された後，6年の中断期間を
経て，1988年4月再登場。日本語の音声も，文字スーパーも無い，全くの英
語（と小量のスペイン語）の「教育番組」としては，かなりの高視聴率を保
ってい（2。
　米国の深刻な教育問題の根本的解決策の一つとして大きな実績を挙げてい
るこのSesame　Streetは，日本の幼児教育番組やT　Vコマーシャルの制作に
大きな影響を与えるとともに，英語教育にも絶大な影響を及ぼしつつあるこ
とが次第に判明しつつある。特に，目的視聴していると思われる，月刊「セ
サミ　ストリート・ガイドブック」の講読者のアンケート調査（1988年）（2）
によるとその83％は高校生，大学生，社会人（主婦や会社員），中学生で占
められており，幼児教育番組としてよりも，「T　V英語教育番組」としての
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地位を確立しつつあることは大いに注目すべきことであろう。当論では，米
国の就学前の子供達，特に，経済的に恵まれない家庭の子弟などの「ヘッド
スタート」（3）のために制作されているこの番組がなぜ日本では上述のよう
な視聴者を引きつけていのるか，英語教育に効果があるとすればどのような
面で，どの程度なのか，などについて考究し，併せて，それによって浮かび
上がってくるわが国の英語教育改革の方向を論じたい。なお，この小論は
1989年度の中部地区英語教育学会及び全国英語教育学会の研究大会で口頭発
表し，前者の紀要に英文で掲載の拙論，An　Introduction　to　the　Strategy　of
UsingSesameStreetinJapanと一部内容が重複する点があることをお断わ
りしておく。
1．その教育目標
　1968年の12月にCTWが発表したThe　Instruction　Goals　of　Sesame　Street
は発達心理学者のGerald　S．Lesser，児童心理学者のEdward　L　Palmer，幼児
番組制作のベテランプロデュLサーのDavid　D．ConneUなどを中心に医師，
音楽家，人形劇主宰者，保母など数多くの分野の人が徹底的論議の末にまと
めたものである。その中にはどこの国の国民であっても，小学校入学以前に
身につけておくべき知識や習慣などを始め，小学校で数年に渡って教えられ
ている読み書き算数のような事まで含まれている。この番組のあらゆる部分
がこの教育目標に忠実に，しかも，全てが遊んでいるような雰囲気のなかで
学びとれるように，つまり娯楽番組のように映像，音声化されている。
　このT　V番組制作開始前の1967年，この事業を進めようとしているCTW
の理事長，Joan　Ganz　Cooneyは，T　Vによる幼児教育の見通しについて次
のように書いている。
　「学齢前の子どもたちのための，きわめて興昧深く資金的にもめぐまれた
テレビの教育番組シリーズが失敗する懸念は，まずなかった。……私たちは，
幼い子どもたちは学校に上がる前に，大量のテレビ番組を見ることを知って
　　　　　　　　　　　　　一150一
　　　　　　　　　　　　　　セサミ　ストリートの示唆する英語教育改革の方向
いた。・…・・また，幼い子どもたちが漫画やゲーム・ショーや連続コメディー
を好むことも知っていた。彼らはドタバタ喜劇のユーモアや強烈なリズムの
音楽に興昧を示す一なによりも，テンポの速い，視覚に強く訴えかけ，何
度もくりかえされるコマーシャルに魅せられる，などのことも一。子ども
のための番組企画の荒地は，あまりに宏大であったから，十分な努力を試み
た場合に，それがなんらかの注意をひき，視聴者を獲得するのは当然だとお
もわれた。つまるところ，私たちはアイディアをもち，このアイディアが有
効であると確信していたのだ。これまでにこころみられなかったからといっ
て，学齢前の子どもたちに，文字を識別したり，簡単な数を教えたりするな
ど，いくつかの基礎的な知的訓練を試みるのに，人気のあるテレビ技術を使
うことがそれほど革命的なことであるはずもなかった。」（5）
　以上の言葉からも分かる通り，CTWはT　Vと現代っ子の強力な結びつき
を活用して，恵まれない家庭ではもちろん，少なからぬ学校においてすらも，
かなり困難である基礎的な知的訓練を，親や教師の手を直接借りることなく，
強力に実施しようとしたのである。T　Vコマーシャルの手法の活用にいたる
まで，可能なかぎりの「子ども引き付け法」を駆使し，20年の間に，米国だ
けで，のべ1億8000万人を超える視聴者（うち，3分の1は成人）を夢中に
ならせたのは，まさにCooney女史を始めとする制作者たちの確信と，　「革
命家集団を思わせる熱気溢れる雰囲気」⑥が一貫して存在しているからに他
ならないと思われる。
　教育で経済的利益をあげる事とは別の意味での「教育のコマーシャル化」
が米国の幼児教育で成功し，全く同じ番組が日本で学生，生徒を中心に英語
学習面で大きな影響を及ぼしつつあるのは何故か。Sesame　Streetの，日本
人向け英語教育媒体としての価値はどのようなものであろうか，などについ
て考究してみよう。
2．その言語材料の特徴
　The　Instmctional　Goalsの1にある通り，記号や符号の表現を学ばせるこ
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とを重視しているので，アルファベットや数字が必ず，繰り返し登場する。
そのABCは，例えばZzz，Zzz，Zzz，Zip，Zoom，Zig，Zag，Zany，Zoo（＃23
171989年9月3日放送）のように，具体的に見て分かるものの名称である
単語の一部として取り上げられることが多く，数の場合は具体物と共に示さ
れることが中心であるので全くの初心者でも極めて気楽且つ明解に覚えてし
まう。ここでおもしろいのは，このように初歩の初歩のことを扱うこの番組
が，英語の話し言葉を生活用語としている子供達を対象としているため，書
き言葉以外なら，意外なほど「高度」な英語までかなり頻繁に使われている，
という事である。例えば，何事でも力を合わせれば困難な事でも為し遂げら
れる，という事を具体的に示した後に，COOPERATIONという単語が繰り
返されるが，これは．日本の中学の場合，3年問の基本語いには，全く含ま
れていない単語である。つまり，日本の普通の中学3年生でもあまりなじみ
のない言語材料が使われているのである。このような点から見れば日本の中
学生には程度が高すぎると言えるが，果して英語教材として不適当と断定で
きるか，次の例をもとに考えてみよう。
　（情景。電話ボックスが二つ並んでいる。幼児と紳士がそれぞれのボック
スで電話をかけようとしているが，うまくいかない。紳士は太っていてかが
むことができず，落した硬貨を拾えないので，隣の坊やに話かける。〉
　Man：La　la　la　la・…　Oh，excuse　me．
　Boy：What7s　the　matter？
　Man：I　dropped　my　dime．Oh，there　it　is．Could　you　get　it　for　me？
　　　Thank　you　very　much，that’s　what　we　need　is　a　little　cooperation
　　　a「oundhe「e，youknowthat？That’sgood，thankyou，（すると，こ
んどは坊やが助けを求める。）
　Boy：Uh．．．I　dropped　my　dime．
　Man：You　droppetyour　dlme？Wel1，1’ll　help　you．Where　did　youdrop　it？
　Boyl　Uh．．．under　the　phone　booth．
　Man：You　dropped　it　under　the　phone　booth？Okay，I　think　I　can　help
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　　　you　out　there，just　a　m重nute．．．Okay．．．Got　it？
　Boy：Yeah．（紳士が電話ボックスを持ち上げて坊やがお金を拾いあげたの
である）（7）
　これでこの寸劇は終りであるが，別の場面でMUPPETSと呼ばれる人形
たちが全身を揺すって踊りながら，℃ooperation！Cooperation！’とロックで
歌い続ける別の場面がてきた時などに，続けて視聴している人なら，直ぐに
先の情景や，または，同じ事を教える別のおもしろい情景を思いだし，協力
の大切さを再確認しながら，言語が具体的に身についていくと思われる。こ
の1語の内容を示すための活動に伴ってなされた会話を聴き，そのような生
きたCommunicatlonの実例を通して学ぶ言語の量と質には驚くべきものが
ある。単に英語の単語を和訳しただけで済ませる学校英語とは，その教育効
果において雲泥の差があると言えるのではなかろうか。この事を念頭におき
ながら，両者の言語材料を少し比較検討してみよう。
（イ）使用語数について
　1988年10月に放送されたSesame　Streetのtextsによって1時間に使用さ
れた単語を数えると，大体，850語程度である。これは，あと200語加えれば，
文部省検定の中学教科書の「3年間」の使用語数の上限に匹敵するというこ
とである。したがって，この番組「1時間」で，優に中学校の「1年分以上
」の英語の単語にふれることになる。また，重複する単語を除きながら1ケ
月分の単語を数えると，2000語を超える。これも，高校「3年間」での学習
語数とされている3000と比べれば，いかに大量であるかが分かる。しかし，
この程度の語数で驚いているわけにはいかない。なぜならば，英語を日常使
用している米国人のRecognition　Vocabulary（見たり聴いたりして分かる語
い）は，我々の想像を遥かに超えるからである。
　UniversityofNewHampshireのKarl　Conrad　Diller教授が23の高校で調
査したところ，3年生の平均理解語数は「21万6千語」であり，さらに196名
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の7才児にテストしたところ，「5万語以上」分かることが判明したのであ
る。Diller教授はこれらのテストを，Webster’s　Third　New　International
Dictionary　of　the　Enghsh　Language（1966）の見出し語である45万語をもと
に作成したのであるが，因みに大学教授6名にも解答してもらったところ，
平均24万7千5百語が，　「明確に知っている語」であった密）
このことのみならず，我々がnative　speakers　of　Englishと日常接していて
感じるのは，単に話すのが速いというようなことよりも，追い掛けても追い
掛けても追い付けないほどの語いの豊かさである。これは，知らない単語は
推測力で補うことに慣れたつもりの日本人でも，常に感じる一種の絶望感の
源とも言えるものである。しかし，たとえ，語数が少なくても，精選された
語であれば日常生活に差し支えない，という仮説がある。そして，それに従
って作成されたものの代表が我国の文部省検定教科書というわけであるが，
その内容とSesame　Streetの使用語の中身とを少し比較検討してみよう。
（ロ）使用語の内容について
　TheInstructionalGoalsからも分かるようにSesameStreetの内容は人間
が社会の中で生活していくための知的，社会的基本認識に関することが中心
である。しかも，その基本事項を出来る限り，娯楽的に与えるという制作者
の徹底した方針があるので，極めて「人間的な暖かさ」に満ちたものになっ
ている。一例として，MotherGooseRhymesなど，昔から歌いつがれた詩
やわらべ唄，また　それにまつわる物語りや人物などが度々登場するので子
供も，おとなも気楽に親しめる大きな要素となっていることを挙げたい。そ
のような楽しく暖かい雰囲気の中で，子どもの身の回りのことばが自然且つ
網羅的に覚えられるようになっているSesame　Streetに比べ日本の検定教科
書は実に味気無い内容から成っている。これについて，　「教科書からみた教
育課程の国際比較　6・・英語編・・」（9〉や「英語学習基本語い調査皿」⑩など
では，日本の教科書には日常生活でよく使用される単語が圧倒的に不足して
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おり，喜怒哀楽やマイナスのイメージの表現（例excited，nervous，surprised，
shocked，stupid，dirty，ugly，dislikeなど）が極めて少ない，などが指摘さ
れている。
　確かに，‘中学検定教科書にでてくる人物はいずれも，「お風呂にも入らな
ければトイレにも行かず，お酒も飲まないし，病気もしない。いつもにこや
かで誰にでも親切にし，怒ることもない」という，およそ現実ばなれした特
徴をそなえている（鋤と言えよう。これは，ごみ入れのカンを住みかとする気
難し屋のGROUCHYOSCARが人気者になるような下町の安アパート街の
仲間とは，かなり違った人間である。なぜそうなるのかについては，第一に
標準1050語という文部省が決めたといわれる枠が槍玉にあげられようが，問
題は更に深い所にあると思われる。（教科書作制者の極めて限られた英語体験
などから来る外国語教育観や，現行の教科書でも教える量が多過ぎる，と主
張する教員の存在など論じるべき問題が多いが他の機会に譲りたい。）
　もちろん，検定教科書制作者の，覚える単語の数を少なくして生徒の負担
を軽くし，出来るだけ基本的な文法を徹底的に習得させよう，との意図は評
価すべきかもしれない。しかし，学習意欲が旺盛で，記憶力もまだまだ強い
中学，高校生を無味乾燥に近い教科書だけの世界に閉じ込めておいていい訳
がない。前述のDiller教授のデータによっても，日本人生徒，学生がnative
speakersofEnglishの，せめて，小学校低学年の英語力に近づくだけでもい
かに難しいかが分かる。それだけに，楽しみながら，力をつけられるこの番
組の活用の意義は大きいと言えるだろう。
（ハ）英語の難易度について
　成人対象のアメリカ映画やニュースで使われる英語に比べれば，遥かに易
しい筈のこの番組の英語が，速過ぎて分からない，と言う英語教師が少なく
ない。だからSesame　Streetは英語教材としては不適当である，と断定する
者もいる。そのためか，NHKでは，曾て，日本語字幕スーパーを加えたり，
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状況説明のために日本語のアナウンスを英語にかぶせたりした事があった。
しかし，解説はガイドブックに任せて，全く米国で行なっているままで放送
するようになったのには，それだけの理由があった。その第一は，視聴者の
大多数が，英語の聴解力をつける事を希望していたからである曾
　また，最近の調査②によると，現状維持を望む人が全体の55％であり，
「ヒアリングの学習には，当面意味が分からなくても我慢してついていく事
により，徐々に力がつくものだ。どうしても分からない人のためには，英文
とその全訳がある。……学習のためにも娯楽のためにも，オリジナルで放
送するのが一番よい」との強い主張がある。このような意見を持つ視聴者の
大多数が大学生，高校生，中学生などである事実からすると，前述の英語教
師の判断には大きな誤りがあるのではなかろうか。それはさておき，この番
組で使われている英語の台本を使って，その難易度を科学的に分析したNHK
総合放送文化研究所の宇佐美昇三氏は1972年次のように報告している。
　「セサミストリートの代表的な作品の台本をDale　and　ChalのReadability
Formula（米国の小学校で指導する場合に，書物の読みやすさを客観的にと
らえるための指標）で分析した結果，readability　scoreは平均4，76108で，ア
メリカの小学校4年生以下，日本の中学校3年ないしそれ以下の教科書に相
当する難しさであった。」（1⇒但し，使用語数の面から見れぱ，先に述べたよう
に現在の日本の中学生の語い力では太刀打ちできない事は明らかである。し
かし，それにも拘わらず，内容の理解がかなり可能なのは，T　V制作技術の
粋をこらした画面や音響効果その他諸々の豊かな内容によるものであろう。
従って，この番組に限らず，使用言語の難易度を，台本のreadability　score
のみで判断する「難度」はかなり高いと言うべきかもしれない。唯，一応の
目安としては，1989年夏現在，少なからぬ高校英語教師が，高校1年のリー
ダーとして使用可能との意見を持っている事を述べるにとどめたい。（1989
年夏，国際教育協議会主催の英語教師のための講習会で100名の中学，高校等
の教諭のうち半数が生徒に視聴を勧めている，と答えた。）
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3．大学生とセサミ　ストリート
　調査（2〉によると，視聴者の25．3％が高校生でトップ。その次が大学生で
17。6％となっている。また，視聴の目的としては，「自分の英語の勉強に役
立てる」と答えた人が92％と最も多い。これは，制作者にとっては全く意外
な事だろうが，同じ日本人の視聴者の目的が，　「アメリカの文化や生活習慣
を知る」（50％），「娯楽」（42％）となっているところから判断すると，太平
洋を超え，年齢差なども乗り越えて，広い意味で制作者の意図がかなりよく
伝わっているとも言えよう。要するに，米国人には自国語を通じて，日本人
には外国語を通じてではあるが，共に，色々な事が楽しみながら学び取れる
ということである。とは言うものの，実際に身近な学生達はどうなのかを確
めるため，白鴎大学の1年生50名，2，3，4年生70名を対象に，次のよう
な調査を行った。（1989年9月15日〆切り）
　指定番組＝NHK：教育・毎週日曜日・17時～18時（再放送＝土曜日・12時
半～13時半）Sesame　Streetを少なくとも6回視聴して回答のこと。
　質問1．（失礼ですが）英語がどのくらい分かりましたか。大変良く分かっ
た場合を5とし，全然分からない場合を1とすると，貴方の場合どの数字に
当たりますか。
　　　　5．　4．　3．　2．　1．
質問2．英語はともかく，内容がどのくらい分かりましたか。
　　　5．　4．　3．　2．　1．
質問3．この番組について，大変おもしろいと思う場合を5，全くつまら
ない場合を1とすると，貴方の場合はどうですか。
　　　　5．　4．　3．　2．　1．
　質問4．少なくとも6回視聴して，貴方に対してどのような影響があった
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と思いますか。
　　1．英語を聞いて分かる力がついた＝5．4．3．2．1．
　　2．英語が気楽に口からでるようになった＝5．4．3．2．1．
　　3．なんとなく英語が身近なものになった＝5．4．3．2．1．
　　4．英語を読んだり書いたりするのにもなんとなくプラスになるような
　　　気がする。
　　　　5。　4．　3．　2．　1．
　　5．其の他の影響があれば＝
　質問5．この番組の楽しさの度合いは＝5．4．3．2．1．
　　　　　（質問3より具体的に）
　　　　特におもしろいものは？（例）音楽，会話，人形，俳優，文字の
教え方など。
　質問6．今後もSesame　Streetを視聴したいと思いますか。　Yes／No
（％）
100
50
30
　　　一質問1（英語の理解度）
一・一・一一質問2　（内容の理解度）
一。…一…一質問3（楽しんた度合）
????????、? 、?????? ?? ．? ? ?? ．?
32
5 4　　　　　3
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　上記のグラフで分かる通り，数回視聴した程度では，この番組の英語があ
まり分からないと感じる者が，分かると思う者よりかなり多い。中問をとっ
た63％のは分からない所と分かる所が相半ばしていると解釈できようか。注
目すべき事は，このように英語の理解度が低めであるにも拘わらず，この日
本語使用ゼロのT　V番組の内容理解度が高いということである。回答学生の
54％＋5％＝69％が，かなりよく理解出来たと思っているのみならず，英語
そのものは殆ど分からないとする32％の者と同数の者が，内容の理解の方は
まあまあ，と言う所まで来ている。これは，　「おもしろいと思う」が4以上
の者が57％，中間者が35％いることと併せてみると，外国語としての英語の
「習得」を助けるメディアとしてもSesame　Streetがかなりの成功作である
ことを示していると言える。この事は質問6に対して，Yes（今後もSesame
Streetを視聴したいと思う）が90％である事によっても裏付けられよう。学
生の中には，視聴を強制され始めはあまり気が進まなかったのに，次第に
Sesamefansになり，「身の回りにこんなすばらしい英語番組があったなんて」
と感激して視聴を続けている者も多い。
　短期間の視聴で英語力に大きな変化がある事を期待している訳ではないが，
学生自身の感想を知る事は，今後の指導上役に立つと思われるので，質問4
についての回答にも注意してみよう。
　1．かなり聴解力がついた，と思う者（4にマル）が23％，中間が41％，
あまりついていないと思う者（2にマル）が34％，全然効果無しが2％。
　2．英語が気楽に口からでるようになった，と思う者（4にマル）が9％，
中問が27％なのに対し，あまり効果無しが53％，と断然多く，全然効果無し
が11％。
　1と2をまとめてみると，「速口の英語に，始めはとまどったが次第に馴
れて，内容が汲み取れるような気がしてきた。しかし，スラスラと話す力が
ついたとまではとても言えない」ということになると思われる。次いで，3。
なんとなく英語が身近いものにになった，については，5が10％，4が44％
おり，半数を超える。中間は24％，2は10％，1は4％。
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　4．英語を読んだり書いたりするのにもなんとなくプラスになるような気
がする，と強く感じる者（5にマル）が14％，その次の者（4にマル）が41
％，中間は34％であり，2と1は，それぞれ9％と2％である。
　1，2，3，4，をまとめてみると，この番組は，回答をした大学生のう
ちの半数前後は，あまり話す力にまでは及ばないが，その他の面では，かな
り英語習得に役立ちそうである，と受けとっていると判断できる。
　以上を数の面だけでなく，個々の学生の個性，学力などとの関連で考察を
進めると，興味深い事が少なくないが．本稿では一例にとどめる。
　平常の試験や受講状況などから，英語の読解力が抜群の一年次の学生2名
が「聞いて分かる」所に2の評価を下し，「笑うべき場面で笑えなくて悲し
かった」　「最初英語が聞き取れなくて，つらくて，見るのは嫌だった」と書
きながら，音楽や文字教育のすばらしさに感心し，全般的になんとなくプラ
スになった，今後もこの番組を視聴したい，と書いている。これは，読解中
心の受験英語勉強を続けてきた「まじめ過ぎる」ほどの彼等が「日本語に訳
して理解する」習慣から抜けられない状態に留まっていたことを示している，
と解釈できないだろうか。そして，テンポの速い英語が目まぐるしく飛び込
んできた時，この受験英語の優秀生達は，武装解除された兵隊のごとく絶望
し，悲しく，見るのが嫌になったのであろう。これは，記述がなくても，殆
どの学生が感じたことと大差無いと考えられる。いや，我々英語教師とて同
じような体験が無い者は少ない筈である。
結び
　私達の多くは，生まれて以来，母国語であり，また母語でもある日本語の
中で生活し，日本文化の栄養を十二分に与えられて成長してきた。そして，
日本人が日本語を自由に使えるのはごく当然の事と考えている。しかし，同
じ日本人でありながら，海外生活の長かった帰国子女達が言語や習慣の違い
で大きな問題に直面しているのを見聞すると，母国語を身に付けるにもそれ
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なりの環境と教育的努力が必要である事に，今更ながら気付く。いかなる言
語でも，それを溢れるほど聞いたり見たりした上で，話す事，読む事，書く
事を習い覚えなければ，それをマスターしたとは言えない。私達の日本語能
力の基礎は，小学校で国語の授業を受ける遥か以前に，生活そのものの中で
養われていたのである。それに比べ，外国語である英語は，その重要性が叫
ばれ続けている割には，我々の頭脳への「入力」が極小量にとどまっている
ことは，学校での英語教育の実態から見る限り，疑いの余地がない。これは，
外国語教育法の根幹になる言語習得観及び理論の確立が，日本の学校英語教
育界において十分なされていない事と無関係ではないと思われる。
　母語の運用能力の応用や文法の理論的操作等によって外国語を「学習」す
る事は可能だが，それを真に「習得」もしくは身に付ける事がいかに難しい
かは，StephenKrashen等（1のの説を待つまでもなく，私達が昔から依験して
いる事である。そして，母語の習得法と外国語のそれとが，異なる事は事実
であるが，共通点もかなり存在する事が分かってきた。
　いずれの場合でも，習得のためには，理解できる言語の豊富な「入力」が
何にも増して必要であり，教え込むより，自ら進んで吸収する意欲を持たせ
る事が肝要である。そこで，何処で，どのような英語の入力をするのが適当
であるか，という事になると，昔ながらの「外国語を習うには，その言語が
生活用語として使われている国に住むのが最良である。」という，理想論で
片付けられる事が多いのである。しかし，現実的には，日本に生まれ，日本
語に囲まれて育ちながら，外国語を覚えなければならない者が大部分である
以上，その人達が日本にいながら生きた英語を豊富に吸収出来るようにする
必要があり，ここに，Sesame　Streetの日本での再登場が大歓迎され，その最
善活用法の開発が緊急の要事として浮かび上がってくる理由があるのである。
　拙論は，一見，およそ，日本の大学生の教材としてはふさわしくないよう
な米国のTV幼児番組，SesameStreetを，敢えて活用してみる事によって，
一向に向上しそうもない学校英語教育をその周辺から補強しつつ，ひいては
根本的改革への道をつけよう，との筆者の努力の一端を紹介するものである。
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　僅かな英文を和訳し，文法の解説をすることに主力を注ぐ「学校の英語科
教育」から，大量の英語をスピーデイに処理出来る能力を養う，　「生きた英
語の教育」へと移行することは，言うは易く行うは難し，であるが，この画
期的なmaterialの活用を生徒や学生達に勧める事によって大きな進歩が期
待出来るのである。
　先に紹介した，日本放送出版協会の調査資料（2）には，Sesame　Streetの
「視聴の効果」についての項に次のようなデータがある。
　「（英語の）ヒアリングの力がついた＝88％。日常会話の力がついたニ63％。
（こう答えた人の中には特に大学生，会社員，主婦が多い。）アメリカ文化，
生活習慣を知るのに役だった＝57％」
　更に興味深い事に，NHKが昭和53年に行った調査によると次のようになっ
ている二「ヒアリングの力がついた＝47．1％。英語の表現力が豊かになった
＝32．2％。その他（英語を身近に感じるようになった。アメリカの生活・習
慣・文化的背景が分かった等。）＝20．6％⑯
　上の資料と，白鴎大学学生の回答とを比べると，短期視聴で現われたプラ
スの効果は長期視聴により，より上昇するであろうことが推測できる。僅か
な資料で多くの事を断定するつもりは無いが，少なくとも，NHKのような全
国的公共放送機関の提供する，このような番組を長期的に活用する限り，最
小限の費用と労力で，日本中の英語習得希望者の多くが驚異的な進歩を遂げ
るであろうことは否定出来ないと思われる。
注
（1）ビデオリサーチ社の調査による視聴率は，未公表であるが，1989年夏期現在約2
　％とのことである。教育番組で1％を超える番組はあまり無い，と言われている。
（2）日本放送出版協会企画事業部（昭和63年11月）（未公開の内部資料）「セサミスト
　リート」アンケート調査結果。
（3）もとは競馬用語で，能力に差がある場合に，先にスタートを切らせる事である。
　Head　Start　Projectは米国で就学前の子供達の教育を強化しようとする連邦政府
　の政策。特に経済的に恵まれない家庭の集中する地域での幼児の教育水準を上げよ
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　うとして，1965年頃に始まった。
（4）SESAMESTREET（ガイドブック）1989年7月号p、227。
　日本放送出版協会。　（この注の末尾参照）
（5）ジェラルド・エス・レッサー（山本正／和久明生訳）（1974）「セサミ・ストリー
　ト物語」pp．5，6。　サイマル出版会。
（6〉同上書。p．2。　（山本正氏のまえがき）
（7）同上誌同年9月号　P．115。
（8）　　Diller，K．Conrad．（1987）　THE　LANGUAGE　TEACHING　　CONTROVERSY
　P．128．　Massachusetts＝Newberry　House　Pubhshers．
（9）教科書研究センター。（1987）ぎょうせい出版。
⑯　浜野実。（1989）早稲田実業学校　研究紀要。
⑳　松原健二。（1987）「教科書の語いに現実性を」／「英語教育」11月号。
　大修館書店。
（1⇒　小島明　他。（1988）「子どもの中のテレビ」pp．301，303。国土社。
⑬　同上書。p．317
（1の　Krashen，D．Stephen＆Terrel1，T．D．（1985）　The　Natural　Approach。
San　Francisco：Alemany　Press等を参照の事。
（均　小島明　他。（拗と同書。p．320。
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セサミストリートの幽年
教育目標
The　Instructional　Goals
1．記号や符号の表現
　　（Symbolic　Presentatlon）
　　文字や数，幾何学的図形などの基本的な記号を識
　　別し，これらを使って初歩的な操作がでぎるよう
　　にする。
　　八文字（Letters）
　　　　例：アルファベットがZまで言える
　　B．数（Numbers）
　　　　例：数が20までかぞえられる
　　C。幾何学的図形（Geometnc　Forms）
　　　　例：丸や三角，四角を識別できる
2．いろいろな認識作用
　　（Cognitive　Processes）
　　対象物を視覚や聴覚によって識別したり，物事や
　　出来事を関係の概念や分類，順序づけ，推理と問
　　題解決などの基本的な思考活動によって処理でき臼
　　るようにする。
　　A．視覚的識別（Perceptual　DlscrlmInatlon）
　　　①身体部分の識別
　　　　例：肘．膝，唇，舌など
　　　②視覚による識別
　　　　例：同じ形，大きさのものを目で見て識別す
　　　　　る
　　　③聴覚による識別
　　　　例：アルファベットや韻（Rhyme）を耳で聞
　　　　　　いて識別する
　　　　　効果琶（鋸の音や動物の鳴き声など）を
　　　　　聞いてその物を識別する
　　B。関係の概念（Relatlonal　Concept）
　　　①大きさの関係
　　　　例：大きい，より大きい，最も大きい
　　　　　高し、，　より高し、，　最も高し、
　　　②位置の関係
　　　　例：ま下，ま上，一番上
　　　③距離の関係
　　　　例：近い，遠い，隣りに
　　　④量や数の関係
　　　　多い，少ない，同じ
　　　0時間の関係
　　　　例’：早い，遅い，昨日，今日
　　　⑥琶の関係
　　　　例：大きい，小さい，高い，低い
　　C．分類（ClaSSlflcatlon）
　　　①同じ物をいっしょにする
　　　　例：サイズ，形，材質，機能
　　　②異なる物を除外する
　　　　例ひサイズ，形，材質，機能
　　D。ll頃序づけ（Ordermg）
　　　0小さいものから大きいものへ
　　　　軽いものから重たいものへ
　　　②出来事の時間的配列
　　E。推理と問題解決（Reasomng　and　Probrem
　　　　　　SolVmg）
　　　0推定と因果関係
　　　　例：かじりかけのリンゴを見て，だれかが食
　　　　　べてしくたことを推理する。
　　　②解決方法の考案と評価
　　　　例：いくつかの解決万法の中から，最も適切
　　　　　　なものを選ぶ
　　　③問題解決のための態度
　　　　例：よく考えて計画を練る。ねばり強く考え
　　　　　　る
3．物理的な環境
　　（τhe　Physical　Environment）
　　自分のまわりの物理的世界（自然環境，人為的環
　　境）に関するさまざまな概念や知識を持たせるよ
　　うにする。
　　A．子どもと彼をとりまく自然界（The　Chロld　and
　　　　　　the　Physlcal　World　Around　Hlm）
　　　0自然環境
　　　　例：陸と空と水，都会と田舎，植物と動物，
　　　　　　自然の変化と循環（生殖・生育・発達），
　　　　　　天候と季節（雨，風，雪．暑さ，寒さ）
　　　②人為的環境
　　　　例：機械（乗り物・冷蔵庫・ストーブ・工作
　　　　　　道興など），建築物（家，学校，お店な
　　　　　　ど）．構造物（橋やダム・高速道路など）
4．社会的な環境
　　（S㏄ial　Environment）
　　自分自身や，自分と密接な関係にある個人や集団
　　に対する知識を持つことによって，ヒれらの人々
　　とどのような人間関係を保ったらよいか教える。
　　A．社会構成（SOClal　Umts）
　　　0自分自身についての認識
　　　　例：自分の名前，性別
　　　②人それぞれが果たしている社会的役割
　　　　例：父親，母親，警官，震夫，消防士
　　　③子どもに関係のある社会集団
　　　　例：家族と家庭，近所，学校，郵便局，病院，
　　　　　　町や市など　　　　　　　　 、
　　B．社会的相互作用（Soclal　Interactlons）
　　　0見方の相違の認識
　　　　例二同じ事柄でも人によって違った見方や解
　　　　　　釈のしかたがある
　　　②相互協力の必要性の認識
　　　　例：2人の男の子が木になっている果実を取
　　　　　　ろうとするが手が届かない。しかし交代
　　　　　　で肩車をすれぱ，うまく取ることができ
　　　　　　る
　　　0ルールに従うことの重要性の認識
　　　　例；2人の子どもが同じ玩具で遊びたいとき，
　　　　　　お互いにルールを決めてそれに従わなけ
　　　　　　れぱ2人とも遊べない
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